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和光市公園利活用のための検討業務委託 

特記仕様書 

１ 委託する業務の名称 

和光市公園利活用のための検討業務委託 

 

２ 業務の目的 

本業務は、市内公園の現状、市民意向、関係者意見等を整理・分析し、公園の利活用を活

性化させるとともに、令和９年度以降の実証的取組につながる公園利活用方策を検討する

ための業務である。 

本市の公園は、日常的な憩いの場、子どもの遊び場、健康づくり、地域交流、防災、景観

形成等の多様な役割を有する地域資源であり、地域の実情に応じて、より効果的に活用し

ていくことが求められている。 

検討に当たっては、対象公園の基礎情報、地域特性、利用状況、市民意向、関係団体等の

意見及び他自治体等の事例を踏まえ、対象公園ごとの役割、利活用の可能性等を整理する

ものとする。 

また、行政による維持管理の視点だけでなく、市民、地域団体、事業者等の多様な主体

が公園に関わる持続可能な利用及び運営のあり方を重視するとともに、公園利活用検討

委員会における意見を踏まえ、令和 9 年度以降の実行可能性のある方策として取りまと

めるものとする。 

 

３ 業務を委託する期間 

契約締結日から令和９年３月３１日まで 

 

４ 対象範囲 

市内都市公園 2４公園及び白子三丁目（仮称）第１公園の合計 2５公園とする。 

※埼玉県管理の和光樹林公園及び指定管理者が管理する和光アーバンアクア公園を除

く。 

 

５ 配置技術者 

管理技術者、照査技術者及び担当技術者を配置するものとする。 

（１）管理技術者 

次のいずれかの資格を有する者を１名配置すること。 

ア 技術士 総合技術監理部門：建設-都市及び地方計画 
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建設部門：都市及び地方計画 

イ ＲＣＣＭ 都市計画及び地方計画 

造園 

（２）照査技術者 

次のいずれかの資格を有する者を１名以上配置すること。 

ア 技術士 総合技術監理部門：建設-都市及び地方計画 

建設部門：都市及び地方計画 

イ ＲＣＣＭ 都市計画及び地方計画 

造園 

 （３）担当技術者 

担当技術者を１名以上配置すること。また、本業務を遂行するために必要な人員数を

確保すること。 

 （４）兼務の制限 

管理技術者、照査技術者はそれぞれ兼務できない。担当技術者との兼務は妨げない。 

 

６ 委託する業務の内容 

本業務の目的を達成するため、次に掲げる業務を相互に関連付けて実施するものと

する。 

（1）計画準備 

本業務の着手に当たり、業務実施方針、業務工程、実施体制、調査方法、打合せ計画その

他必要な事項を定めた業務計画書を作成し、市の承認を得るものとする。 

（2）公園利活用方策の検討に必要な調査及び分析 

対象公園の現状及び地域特性を把握し、公園利活用方策の検討に必要な基礎資料を作

成するため、次に掲げる調査、整理及び分析を行うものとする。委員会に向けた資料等の

準備については、以下の調査項目を段階的に反映していくものとする。 

  ア 対象公園の現状及び地域特性の調査・分析 

  市が提供する資料、受託者が収集する資料及び必要に応じて行う現地確認等によ    

り、 対象公園の現状及び地域特性を調査し、整理及び分析を行うものとする。 

都市公園 25 公園については、公園ごとの地域における役割、利活用の可能性、制

約条件及び管理上の課題等を比較できるよう整理するものとする。 
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白子三丁目（仮称）第１公園については、これまでの整備及び検討の経緯並びに周

辺地域の特性等を踏まえ、具体的な利活用方策の検討につながるよう整理するもの

とする。 

イ 市民意向調査 

市民の公園利用の状況、利活用に関するニーズ、活動又は地域交流への参加意向、

利用上の課題及び不安等を把握するため、次の方法によりアンケートを実施するもの

とする。 

（Ａ）複数の対象公園における掲示及び市広報紙への掲載による、インターネットを利用

したアンケート（以下「電子アンケート」という。） 

（Ｂ）令和 8 年 11 月 8 日に開催予定の和光市民まつりにおける来場者アンケート 

アンケートの設問その他実施に必要な資料を作成するとともに、回答結果を集計し、

回答経路ごとの特性を踏まえて分析するものとする。 

実施場所、実施期間については、市と協議の上、決定するものとする。 

ウ 関係団体等へのヒアリング 

公園利活用に関係する団体、関係機関等へのヒアリングを行い、公園に期待する役

割、活動上の課題及び公園において活動を行うために必要な条件等を把握するものと

する。 

ヒアリングの対象、方法及び実施時期については、市と協議の上、決定するものとす

る。  

エ 他自治体等の取組事例調査 

本市における公園利活用方策の検討に参考となる他自治体、民間事業者、地域団体等

の取組事例を調査するものとする。 

（3）公園利活用方策案の作成 

前号の調査及び分析の結果を踏まえ、次に掲げる事項を含む公園利活用方策案を作成

し、公園利活用検討委員会における方策案として整理する。 

ア 白子三丁目（仮称）第１公園の利活用方策 
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白子三丁目（仮称）第１公園について、日常的な利用、地域交流、多世代交流、市民

活動等につながる方策を整理するものとする。整理した方策のうち少なくとも 1 案

は、令和 9 年度以降の実施判断に活用できるよう具体的に整理するものとする。 

イ 都市公園 25 公園ごとの役割、利活用の可能性、制約条件及び管理上の課題 

都市公園 25 公園について、公園ごとの役割、利活用の可能性、想定される利用

者、活用に当たっての条件及び管理上の課題等を、比較可能な一覧表等により整理

するものとする。 

また、方策案の検討に当たっては、和光市まちづくり条例第３４条に規定する一

定規模以上の住居系開発行為において整備され、市に帰属された公園との役割の

差別化を図ること。 

ウ 都市公園における利活用方策 

都市公園の特性及び地域との関係を踏まえ、日常的な利用の促進、市民活動及

び地域活動への活用など、持続可能な利用及び運営につながる方策を整理するも

のとする。 

エ 令和 9 年度以降に実施する実証的取組の候補及び実施に当たっての留意事項 

本業務の成果を令和 9 年度以降の取組につなげるため、実施候補となる取組及

び対象公園について整理するものとする。 

（4）公園利活用検討委員会の運営支援 

公園利活用検討委員会の開催に当たり、市の事務局運営を支援するものとする。検討委

員会は、令和 8 年度中に 3 回の開催を予定する。 

会議資料及び議事録の作成その他事務局の運営に必要な支援を行うものとする。また、

委員意見を整理するとともに、会議結果を踏まえ、調査結果及び方策案を修正するものと

する。 

（5）公園利活用方策の取りまとめ 

前各号の調査及び分析の結果、公園利活用方策案、公園利活用検討委員会における検

討結果並びに市との協議を踏まえ、次に掲げる成果を取りまとめるものとする。 
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取りまとめ内容は、（3）公園利活用方策案の作成、を参照すること。 

（６）報告書の作成 

受託者は、６委託する業務の内容（１）から（５）までの内容を取りまとめ、業務報告書を作

成するものとする。 

また、公園利活用検討委員会の検討等により当該業務委託以外の項目が生じた場合は、

その項目についても含めることとする。なお、取りまとめる内容については市と協議の上

決定すること。  

 

（７）打合せ協議 

業務を適正かつ円滑に実施するため、受託者は市と打合せを行い、業務進捗状況の報

告、業務方針、疑義事項、委員会資料、成果品の内容等について確認を行うものとする。 

受託者は、打合せの都度、議事録を作成し、市に提出するものとする。また、業務を円滑

に遂行するため、逐次、市と連絡調整を行うこと。 

 

（８）成果品 

ア 業務報告書 2 部 

６委託する業務の内容に定める業務の実施内容、調査及び分析の結果、公園利活用

方策並びに令和 9 年度以降の実施に向けた整理を取りまとめたものとする。 

イ 業務報告書の基礎資料 1 式 

対象公園の整理表、市民意向調査結果、関係団体等へのヒアリング記録、公園利活用

検討委員会の会議資料及び議事録、公園利活用方策案資料、打合せ議事録その他業務

報告書の作成に用いた資料を取りまとめたものとする。 

ウ 前各号の電子データ 1 式 

電子データは、PDF 形式のほか、市が編集可能な形式（原則として Word、Excel、

PowerPoint 等）により提出するものとする 

 

７ 委託料に含む経費 

本業務に関する協議、打合せ、調査、資料作成、検討委員会出席、学識経験者に係る一切

の費用、成果品作成等に要する費用は、契約金額に含むものとする。 

なお、学識経験者の選定については、契約後に市と協議し決定するものとする。 
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８ 著作権等 

本業務により作成された成果品の著作権は、市に帰属するものとする。 

受託者は、成果品について、市の承諾なく第三者に提供し、又は公表してはならない。 

 

９ 個人情報の保護及び適正管理 

個人情報を取り扱うに際しては、和光市個人情報保護条例を充分に認識し、個人の権利

利益を侵害することのないようにしなければならない。 

 

１０ 特記事項 

（１）受託者は、契約書及び本仕様書に基づき、常に市と綿密な連絡を取り、その指示に従

わなければならない。 

（２）業務内容、データ内容その他この契約履行により知り得た事項を第三者に漏らし、又

は委託の範囲を超えて使用してはならない。 

（３）業務が完了し、成果品の引渡し後、内容に不備又は不完全な部分が発見された場合

は、受託者の負担と責任で補正等の処理を行うこと。 

（４）その他、本仕様書に定めのない事項については、その都度、市と受託者双方の協議の

上、定める。 



実施 集計・取りまとめ

項目

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1. 計画準備・業務計画書作成

2. 市内公園の現状整理及び課題整理

3. 住民意向調査

4. 公園利活用方策の検討

5.公園利活用検討委員会 ◎ ◎ ◎

6. 報告書作成

7. 成果品提出 ◎

3月

公園利活用のための検討業務委託　業務スケジュール（案） 別紙１
※当該スケジュールは現時点の想定であり、業務の進捗、市との協議、検討委員会の日程調整等により変更が生じる場合がある。

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

第１回検討委員会に向けて

（現況把握を踏まえた利活用方策案の検討・作成）

第２回検討委員会に向けて

（令和９年度以降の実施・評価に向けた

整理）

第3回検

討委員会

に向けて

（最終案

の作成）

【主な議題】

現状及び地域特性の調

査・分析を踏まえた方

策素案に対する検討、

素案
修正案 修正案

（最終案）

第2回 第3回

市民祭り

第1回 【主な議題】第１回及び

現状及び地域特性の調

査・分析を踏まえた方策

案の検討次年度に向けた

実施事項の検討

【主な議題】第２回を踏

まえた、次年度以降の実

施事項、スケジュールの

確認


